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市
民
参
加
の
よ
り
開
か
れ
た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
て

請
求
者

情
報
公
開
担
当
窓
ロ

●
公
開
請
求
の
受
付

●
情
報
公
開
に
関
す
る

　
相
談
、
案
内

．
嚢
・
市

機　　
　
各
行
政
委
員
会

施　
　
　
議
　
　
会

鵠

　
今
年
4
月
に
公
布
さ
れ
た
「
白
石
市
情
報
公
開
条
例
」
が
、
1
0
目
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
よ
り
、
市
が

保
有
す
る
公
文
書
を
閲
覧
や
写
し
の
交
付
に
よ
り
公
開
し
よ
う
と
い
う
制

度
で
す
。

　
今
月
号
で
は
、
白
石
市
情
報
公
開
条
例
の
概
要
を
よ
り
分
か
り
や
す
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
の

　
　
　
　
　
　
目
指
す
も
の

　
情
報
公
開
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
し
つ
つ
、
皆
さ
ん

か
ら
の
請
求
に
よ
っ
て
、
市
の
情
報
を

公
開
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
市
政
を
よ
り
身
近
な
も
の
と
し
て

感
じ
て
も
ら
い
、
市
政
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
市
民

参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
、

市
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
公
正
で
よ
り
開
か
れ
た
市

政
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
お
よ
び
議

会
で
す
。

公
開
を
行
う
機
関

（
実
施
機
関
）
は

　
市
長
部
局
、
教
育
委
員
会
、

一
論
灘
　
一

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

・
市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
を
持
つ
個

　
人
、
法
人
そ
の
他
の
団
体

・
市
内
に
あ
る
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

　
に
勤
務
し
て
い
る
人

・
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

・
実
施
機
関
が
行
う
事
務
事
業
に
利
害

関
係
が
あ
る
人

一
輔
鑛
藤
一
回

今
年
4
月
1
日
以
降
に
、
実
施
機
関

の
職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
ま
た
は
取

得
し
た
公
文
書
（
文
書
の
ほ
か
図
画
、

写
真
、
磁
気
テ
ー
プ
な
ど
を
含
む
。
な

お
、
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
紙
に

打
ち
出
し
で
き
る
も
の
）
で
、
決
裁
、

供
覧
な
ど
必
要
な
手
続
き
が
終
了
し
、

実
施
機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
戸
籍
や
所
得
な
ど
の
各
種
証

明
類
、
市
が
刊
行
し
た
書
籍
類
や
図
書

館
の
蔵
書
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
提
供
し
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

改
め
て
公
文
書
公
開
の
請
求
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

ギ

（公開決定の場合）

　閲　　　覧
　写しの交付
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一一一一求
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●
6
ジ

ニ

励團與
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異議申呈て　i目

→墓求く－
決定通知串者

　　　　立
　　　　人
　　　　）

・
一
市

機　　
　
各
行
政
委
員
会

施　
　
　
議
　
会

審

査
ム
耳

●
異
議
申
立
て
の

　
審
査

一
錨
蔭
い
一

　
市
が
保
有
し
て
い
る
公
文
書
は
、
公

開
を
原
則
と
し
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な

情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
公
文
書
は
、

公
開
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
願
い
ま

す
。・

法
令
や
条
例
で
定
め
ら
れ
た
公
開
す

　
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報

・
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る

　
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
（
個
人
を
識
別

　
で
き
る
情
報
）

・
法
人
や
そ
の
他
の
団
体
ま
た
は
事
業

　
を
営
む
個
人
の
正
当
な
利
益
な
ど
を

　
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

・
行
政
運
営
上
、
公
開
す
る
と
そ
の
目

　
的
が
達
成
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
公

　
正
で
円
滑
な
執
行
に
支
障
を
生
じ
る

　
お
そ
れ
の
あ
る
情
報

・
人
の
生
命
、
身
体
ま
た
は
財
産
の
保

　
護
そ
の
他
の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の

　
維
持
に
支
障
が
生
じ
る
と
認
め
ら
れ

　
る
情
報

※
公
開
で
き
る
情
報
と
公
開
で
き
な
い

情
報
が
併
せ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
公
開
で
き
な
い
情
報
を
除
い
て
公

文
書
の
公
開
（
部
分
公
開
）
を
行
い
ま

す
。一

公
開
請
求
の
方
法
一

　
公
開
請
求
に
関
す
る
受
付
窓
口
は
、

市
役
所
本
庁
舎
3
階
に
あ
る
総
務
課
文

書
係
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な
請
求
の

方
法
を
は
じ
め
、
情
報
公
開
に
関
す
る

相
談
や
案
内
を
行
い
ま
す
。

　
公
開
請
求
を
す
る
場
合
は
、
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
の
休
日
を

除
き
ま
す
。

蕪
．
非
公
開
の
一

　
請
求
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
日
か
ら

起
算
し
て
、
1
4
日
以
内
に
公
開
す
る
か

ど
う
か
の
決
定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
と
き
に
は
、
決
定
期
問
を

延
長
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

　
決
定
の
内
容
お
よ
び
公
開
す
る
場
合

の
日
時
、
場
所
は
書
面
に
よ
り
通
知
し

ま
す
。一

公
開
の
方
法
　
一

　
公
開
す
る
日
時
、
場
所
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
公
開
は
、
公
文
書
の
閲
覧
ま

た
は
写
し
の
交
付
に
よ
り
行
い
ま
す
。

O
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
公
文
書

の
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
の
交
付

を
求
め
る
場
合
は
有
料
（
コ
ピ
ー
代
A

3
、
A
4
、
B
4
、
B
5
と
も
1
枚
1
0

円
、
そ
の
他
は
実
費
）
と
な
り
ま
す
。

］
瀟
講
雛
舗
の
一

　
実
施
機
関
に
対
し
、
行
政
不
服
審
査

法
の
規
定
に
基
づ
く
「
不
服
申
立
て
」

が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
実
施
機
関
は
、

第
三
者
的
な
機
関
で
あ
る
「
臼
石
市
情

報
公
開
審
査
会
」
に
諮
問
し
、
そ
の
適

否
を
審
査
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
公

平
・
公
正
な
救
済
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
情
報
公
開
に
関
す
る

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
は

　
白
石
市
総
務
部
総
務
課
文
書
係

　
面
2
2
－
1
3
3
1

　
建
設
工
事
等
入
札
結
果
の

　
　
　
　
　
　
　
　
公
表
に
つ
い
て

　
自
石
市
で
は
平
成
1
0
年
4
月
－
日
よ

り
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
お
よ
び

建
設
工
事
に
係
る
調
査
・
測
量
・
設

計
、
工
事
用
資
材
の
購
入
に
つ
い
て
入

札
結
果
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

●
主
な
公
表
内
容

O
工
事
名
、
工
事
場
所

O
指
名
競
争
入
札
（
随
意
契
約
）
の
指

　
名
業
者
名

〇
一
般
・
指
名
競
争
入
札
の
入
札
者
名
、

　
落
札
者
名
、
落
札
金
額
、
予
定
価
格

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
白
石
市
総
務
部
財
政
課

　
宙
2
2
1
1
3
3
2



貌
響
糾
錆
に
響
針
淵
誠
騒
態
塑
ろ
“
舗
鰭
餐
藤
離
匙
感
じ
た
こ

提
携
五
周
年
に
は
、
ぜ
ひ
お
訪
ね
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は

し
た
い
と
前
か
ら
思
っ
て
い
た
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
と
環
境
問
題
に
挑
戦

が
や
っ
と
実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
■
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
市
役
所
そ
ば
の
広
場
が
会
場
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
ー
」
　
　
の
市
民
の
方
が
こ
ん
な
に

そ
こ
に
は
身
障
者
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
り
　
　
も
多
か
っ
た
の
か
と
い
う

ザ
、
手
話
の
会
奮
福
祉
関
係
　
　
　
の
ト
　
　
つ
　
こ
と
で
す
．
皆
さ
ん
の
目

の
方
々
の
手
作
り
品
を
並
べ
て
い
　

長
ぎ
ま
黙
ず
鴫
光
陥
い
て

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
勢
蒼
い
う
・
　

」
せ
る
た
め
こ
・
冒
の
職
憲

て
会
場
狭
し
と
ば
か
り
ゑ
歩
く
．
　
　
　
　
　
■
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
．
東
北
地

そ
れ
に
素
晴
ら
し
い
太
鼓
の
連
打
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
に
は
青
森
県
に
ね
ぶ
た

そ
の
み
こ
し
が
退
場
し
た
後
に
盆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。
短
い
夏
を

踊
り
と
花
火
大
会
が
行
わ
れ
た
。
盆
踊
り
が
始
ま
る
　
　
惜
し
む
か
の
よ
う
に
一
瞬
に
爆
発
す
る
、
あ
の
エ
ネ

前
に
、
亀
井
市
長
、
内
野
議
長
に
続
い
て
挨
拶
を
し
　
　
ル
ギ
ー
と
同
じ
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
」

　
こ
こ
で
止
め
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
の
だ
が
続
け

た
。
「
一
つ
海
老
名
の
人
た
ち
に
お
詫
び
を
申
し
上

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
ど
う
し
て
も
都
合

が
つ
か
な
く
て
、
代
理
に
助
役
を
こ
ち
ら
に
お
邪
魔

さ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
日
は
午
前
中
雨
で
ど

ろ
ど
ろ
に
ぬ
か
る
ん
で
、
皆
さ
ん
方
が
大
変
難
儀
を

し
た
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
日
は
三
十
五
度

以
上
も
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
大
変
な
暑
さ
で
あ
り
ま

す
が
、
し
か
し
、
夕
方
に
な
っ
て
風
も
涼
し
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
足
も
と
が
泥
だ
ら

け
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
長
と
助

役
は
こ
の
ぐ
ら
い
差
が
あ
る
も
の
か
と
実
感
し
た
次

第
で
あ
り
ま
す
。
」
こ
れ
に
は
満
場
爆
笑
、
大
拍
手

で
あ
っ
た
。

　
挨
拶
が
終
わ
っ
て
や
ぐ
ら
か
ら
降
り
よ
う
と
す
る

と
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
か
ら
声
が
掛
か
っ
た
。
「
自
石

の
市
長
さ
ん
、
海
老
名
の
亀
井
市
長
が
太
鼓
を
た
た

き
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盆
踊
り
を
踊
っ
て

く
だ
さ
い
。
」
何
を
踊
る
の
か
と
聞
い
た
ら
炭
坑
節
。

必
死
に
な
っ
て
、
「
う
ち
の
方
は
相
馬
盆
唄
な
の
で

炭
坑
節
な
ど
は
踊
っ
た
こ
と
が
な
い
。
だ
い
た
い
、

盆
踊
り
な
ど
踊
っ
た
こ
と
が
な
い
。
」
と
断
っ
た
が

聞
く
も
の
で
は
な
い
。
コ
ー
チ
を
す
る
か
ら
と
い
う

こ
と
で
、
後
ろ
の
女
性
が
「
前
へ
出
ろ
、
後
ろ
へ
下

が
れ
、
手
を
挙
げ
ろ
、
手
を
下
げ
ろ
。
」
か
え
っ
て

訳
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
と
ん
だ
冷
や
汗
を
か
い
た
。

　
そ
う
言
え
ば
、
日
中
、
白
石
物
産
展
に
呼
び
込
ま

れ
て
も
ち
つ
き
を
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
何
年
問
は
も

ち
つ
き
に
誘
わ
れ
て
も
つ
い
た
こ
と
は
な
い
。
と
い

う
の
も
、
後
で
手
が
ふ
る
え
て
一
週
問
く
ら
い
字
が

書
け
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
周
囲
の
皆
さ
ん
に
は
、

さ
す
が
に
本
場
の
人
は
腰
が
入
っ
て
い
て
見
事
な
も

ち
つ
き
ぶ
り
だ
っ
た
と
お
世
辞
を
言
わ
れ
た
が
、
ナ

ニ
、
実
際
は
十
回
だ
け
つ
い
て
お
茶
を
濁
し
た
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
き
ょ
う

の
話
。
「
も
ち
つ
き
」
は
ご
愛
敬
だ
が
、
ま
さ
か
海

老
名
で
炭
坑
節
と
は
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
も
い
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
出
か
け
る
前
大
網
の
小
室
忠
一
さ
ん

か
ら
天
然
の
イ
ワ
ナ
を
大
量
に
頂
い
た
。
こ
れ
を
海

老
名
の
三
役
や
吉
岡
交
流
会
長
に
お
土
産
と
し
て
お

送
り
し
て
お
い
た
ら
、
「
あ
ん
な
に
見
事
で
味
の
良

い
も
の
を
初
め
て
食
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
さ
す

が
天
然
で
す
ね
。
」
と
絶
賛
の
嵐
で
あ
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
し
ろ
み
こ
し
に
し
ろ
イ
ワ
ナ
に

し
ろ
、
人
を
感
動
さ
せ
る
た
め
に
は
本
物
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます！

風に乗ってl　l最高の気分

…
、
螺 讐誕騨

宅　　 　』　・，1　　‘劇圃岬顧騨願■繭醜

　　　　を　．　　　　＿＿’

　8月1日、勤労青少年ホーム「ア

ルタ」主催によるパラグライダー教

室が、緑地公園で行われました。

市内八幡町のインストラクター山

谷武繁さんの指導のもと、パラグラ

イダーに挑戦した10名の参加者たち

は、風に向かって走っていくと、10

メートルの翼が宙に広がり、「やっ

たあ、気持ちいい」と歓声を上げて

いました。

軽やかな演技を披露

みやぎ国体で新体操の会場となる

キューブで、8月1日、ホワイトキ

ューブ新体操教室の発表会が行われ

ました。咋年4月にできたこの教室

では、幼稚園児から中学生までの約

50人が週一度の練習に取り組んでい

ます。この日はボール、リボン、リ

ズムダンスなどの種目で日ごろの練

習の成果を披露しました。

暑い夏をふきとばせ！

　8月11日、子供会や企業など18団

体約1，700人が参加して夏まつりパレ

ードが行われ、アイデアいっばいの

出し物で市民の目を楽しませました。

審査の結果は次のとおりです。

（大人の部）優勝：仙南サナトリウ

ム、準優勝：セコム工業、第3位：

白石市役所（子供の部）優勝1上郡

山、準優勝：寿山

花づくりで国体に参加

韓、薪｛嬰
劉　　　　 篭

　　　　　盈藷・

　重 纐　 、，　　一・・狸
　く一・1　　』一嘆恥
　町1メ・一・一蔚尋

護動腱馬濁
中央公民館で7月27日、市内の小

学5・6年生38名が参加して、今年

度3回目のわんぱく教室が開催され

ました。今回は、平成13年に開催さ

れるみやぎ国体に向けて、全国から

訪れる方々を花で彩られた美しいま

ち並みで迎えようと、みやぎ国体の

花18種類の中からサルビアなど3種

類の花を選び、土の感触を手で味わ

いながらプランターに種をまきまし

た。育った花は、市内の公共施設や

福祉施設、キューブなどの国体関連

施設に置かれる予定です。

川遊びを楽しむ

川遊びを子供たちに教える「めだ

かの学校」が7月25日、白石川緑地

公園で開かれました。

　　建塩　　　　　　＾』
　　織霧　　房
裂㌔，磯転煮二＿　

蕪
、
　
　
　

謹

・一　　耐鰐研　　　　　ず
勢編『鳳謹灘禦、異
　　　足四堅コ　弩

　　　　 ぎ、く「　　 苫：㍗　こ講

親子連れなど2，500人の参加者は、

タイヤチューブを浮輪にしての冒険

川下り、せき止められた浅瀬に放流

されたニジマスのつかみ取り、川に

沈めた目印のついた石を探し当てて

商品をもらう宝探し、河原の石に絵

を描く自然アート、水鉄砲作りなど

に挑戦。夏の太陽の下、なかなかチ

ャンスがない川遊びを大人も子供も

入り交じって思い切り楽しみました。

使いやすいスキー場に！

罐
』

　　罵　　　　　　　　　　　　ム

来年度自石スキー場に新設するセ

ンターハウスについて、市民がアイ

デアを出し合うワークショップが8

月8日、スキー場で開催されました。

ワークショップに参加した市民やス

キー協会関係者など約40人からは

「高い天井と大きな窓を設けて開放的

に。障害者に優しい施設に。休憩

室・仮眠室の設置を。」などの意見が

出されました。今後はこれらの意見

を踏まえた基本設計が策定され、来

年度初めに工事に着手、来年12月に

は市民のアイデアが詰まったセンタ

ハウスがオープンする予定です。

夏休みの宿題できたよ

　8月8日、中央公民館で「親子木

工教室」が開かれ、約100組の親子連

れが大工さんの指導を受けながら、

巣箱、本立て、ちりとり作りなどに

挑戦しました。これは夏休みの工作

の宿題を作りながら木に親しんでも

らおうと、白石建設職組合青年部が

主催したもので、大工道具に触れる

機会が少ない子供たちは、くぎの打

ち方などで苦戦していましたが、中

にはオリジナル作品を作り上げた子

供もおり、「夏休みの宿題が上手にで

きた」と喜んでいました。
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社会福祉協議会の朗読講座を受講、

その後サークルとなり5年になります。

毎月定例会を開き、楽しく勉強しなが

ら視覚障害者の方々に、月一度「広報

しろいし」や身近な伝説などをテープ

に入れて聞いていただいてい豪す。

昨年からは特別養護老人ホーム「え

んじゅ」で、一緒に童謡を歌ったりエ

ッセイや民話を読んで、共に楽しんで

います。帰りぎわに「また来てネ」「待

ってるネ」と声をかけられるのがうれ

しく、それが蒙た励みになっています。

何歳になっても続けられる朗読、人

の暮びを自分たちの喜びとして広げて

いけたらと思っています。

まだまだ未熟ですが、既製のテープ

（広報、伝説、介護保険制度について）

があります。活字に弱くなられた高齢

者の方、こ希望があればお気軽に声を

かけてください。

八一ストビル便り

From　Shukuちゃん
今年も白石から交換留学生がやって来ました。

ホームステイでは、みんな身ぶり手ぶりでコミュ

ニケーションをとりながら楽しんでいたようです。

お互いに母国語以外の言葉をうまく使えなくても

親交は十分に深まって、みんなが楽しそうに笑っ

ているのを見ると、“友情をはぐくむのは言葉だけ

ではないのだ”と毎年ながら実感させられました。

この留学生たちのように、若いときから国際交

流を深めていけるということは、とても素晴らし

いことだと思います。このような機会をこれから

もずっと続けてほしい。そしてこれらを通して、

白石とハーストビルとの交流がますます深まっ

ていくことを期待しています。

嗣略鴨凱脳撃翫

哩塾タrf樺．噴i二，　　一・

※ハーストビル便りを寄せてくれたSyukuちゃんこと斎藤

淑さんが、留学を終え帰国することになりましたので、

「ハーストビル便り」は今月号をもって終了いたします。

斎藤さんは平成7年4月にオーストラリアに留学。「広

報しろいし」へは、同年12月号から毎月便りを寄せていた

だきました。長い間、ありがとうございました，

　　　　　　　　　　ワ
コーヒーブレーク㊥

東北学院大学1年

　　村上優子さん（福岡蔵本｝18歳

ヒ

調攣

》夢や目標

日本列島縦断グルメ旅をすること。

その後、『世界進出！グルメ旅』に出ること。

お土産はもちろん大好きなチョコレートです。

》理想のタイプ

自分のことをわかってくれる人。

料理が上手な人なら最高ですね。

「酬騨鞠鯵舞嚇

＞代表者

山田守さん
レ管理公園

　・萩ケ丘公園

　　（644㎡）

　・松ケ丘第一公園

　　（730㎡）

　・松ケ丘第二公園翻血霧齪

　　（1，661㎡）

上郡山環美会では、3つの公園を管理しており

ます。萩ケ丘公園はPTA（上郡山子供育成会）、

松ケ丘第一公園は老人クラブ（上郡山長命会）、

松ケ丘第二公園はPTAと周辺住民の方々が月1

回、草刈りやごみ拾いなどの清掃を行っており、

作業を行いながら親睦を図っています。

どの公園も、地域の方々に親しまれるようにと

心がけております。特に、子供の利用が多いこと

から、事故のないよう遊具施設の点検には力を入

れております。

入
院
の
夫
に
か
わ
り

ぬ
生
活

今
年
こ
そ
梅
雨
に
負

屋
根
か
け
赤
き
実
を

沖
縄
の
慰
霊
の
日
な

を
な
す

摘
み
た
て
の
野
菜
を

色
ど
り
そ
え
て

白
百
合
の
花
に
寄
り

た
き
や
め
ず

つ
が
い番

し
て
庭
に
遊
べ
る

き
り
飲
み
お
り

黄
の
帽
子
重
い
カ
バ

ー
ル
を
送
る

留
守
番
の
孫
に
合
わ
せ
る
な
れ

　
　
　
　
　
　
斎
藤
タ
カ
子

け
な
い
ト
マ
ト
を
と
ビ
ニ
ー
ル

待
つ
　
　
　
　
岩
松
　
貞
子

り
映
像
に
向
か
い
て
我
も
合
掌

　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

汁
に
浮
か
べ
た
り
朝
餉
の
膳
に

　
　
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

来
し
揚
羽
蝶
蜜
吸
う
時
も
羽
ば

　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

白
き
チ
ャ
ボ
つ
く
ば
い
の
水
し

　
　
　
　
　
　
大
槻
　
正
兄

ン
の
孫
二
人
窓
越
し
に
見
て
工

　
　
　
　
　
　
村
上
　
要
二

同

橋

辰

田
力

選

市
民
文
芸
蟻
灘

句
、
短
歌
三
酋
［
、
川
柳
三
旬
以
内
。
は
が
き
に
作
品
・
住
所
・
氏
名
・
応
募

は
っ
き
り
書
き
、
〒
蜘
－
四
白
石
市
字
亘
理
町
37
－
3
、
白
石
市
情
報
セ
ン
タ
ー

俳
句
、
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
毎
月
1
5
日
締
め
切
り
。

生
還
を
記
念
の
小
梅
色
づ
き
て
妻
と
擁
ぎ
た
り
回
想

し
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
島
三
郎

山
畑
の
木
陰
に
憩
い
汁
を
ふ
き
下
界
に
車
う
ご
め
く

を
見
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
　
　
伝

鉢
植
え
の
ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
の
葉
を
添
え
て
旬
の
鰹
に

舌
鼓
う
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

國
一
首
目
。
孫
と
の
生
活
は
、
ま
ず
食
べ
物
の
好

み
か
ら
し
て
違
う
か
ら
合
わ
せ
る
の
が
大
変
と
思
う
。

二
首
目
。
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
た
風
景
を
よ
く
見
る
が
、

ト
マ
ト
は
梅
雨
ど
き
の
管
理
が
難
し
い
よ
う
だ
。
三

首
目
。
毎
年
行
わ
れ
る
沖
縄
戦
犠
牲
者
の
慰
霊
祭
。

そ
の
テ
レ
ビ
映
像
に
合
掌
を
さ
さ
げ
る
作
者
。

岡
國
遠
藤
秋
尾
選

蛍
火
の
闇
ゆ
る
や
か
に
う
ご
き
け
り
　
佐
藤
　
周
子

一
人
づ
つ
吊
橋
わ
た
る
宿
浴
衣
　
　
　
山
家
　
弘
子

　
　
　
　
　
　
た
に

萬
緑
の
底
に
吊
橋
難
深
し
　
　
　
　
　
日
下
　
　
文

名
物
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
城
人
出
　
　
岩
澤
　
伍
峯

ゆ
っ
た
り
と
着
こ
な
し
て
居
り
藍
浴
衣
　
青
木
　
良
子

子
燕
の
巣
立
ち
行
き
た
り
雨
ン
中
高
子
た
ち
ば
な

萬
歳
の
歓
声
上
が
る
峯
涼
し
　
　
　
　
高
橋
　
正
雄

漁
火
や
島
の
民
宿
明
易
し
　
　
　
　
　
三
浦
　
愛
嶺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ぬ

草
刈
り
て
鎌
に
絡
る
蛇
の
衣
　
　
　
　
大
庭
　
良
子

平
凡
に
暮
せ
る
幸
や
茄
子
茶
づ
け
　
　
川
村
　
静
恵

「
圏
一
句
目
。
蛍
が
離
に
点
滅
さ
せ
る
蛍
火
、
や
が
て
一
匹
二

匹
と
ふ
わ
ふ
わ
と
飛
ぶ
。
闇
を
動
か
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
幻

想
的
な
佳
句
。
二
旬
目
。
最
も
分
か
り
や
す
い
俳
旬
で
あ
る
。

つ
り
橋
は
さ
ほ
ど
丈
夫
な
も
の
で
も
な
く
、
一
人
ず
つ
渡
っ
て

み
る
温
泉
客
で
あ
ろ
う
。
つ
り
橋
の
高
さ
も
想
像
で
き
る
。
三

句
目
。
こ
の
作
品
も
つ
り
橋
の
風
景
を
一
句
に
。
「
萬
緑
」
が
季

題
で
あ
る
。
谷
川
の
両
側
は
緑
一
色
の
山
々
で
あ
り
、
底
に
つ

り
橋
が
か
か
っ
て
い
る
。
下
五
の
「
難
深
し
」
の
表
現
が
見
事
。

岡
国
近
江
　
選

身
を
燃
や
し
闇
路
に
誘
う
恋
蛍
　
　
　
一
條
　
芳
子

七
人
の
敵
と
戦
か
う
白
い
歯
よ
　
　
　
北
　
ち
づ
る

遮
断
機
に
ま
た
も
ぐ
ら
つ
く
我
が
心
　
米
沢
　
礼
子

欲
望
の
金
か
ら
生
え
て
く
る
手
足
　
　
草
野
　
　
清

つ
ぼ
み
ま
だ
紅
一
点
に
な
り
き
れ
ず
　
佐
藤
　
武
雄

父
の
辞
書
汗
し
た
た
っ
た
跡
が
あ
る
　
片
岡
　
鶴
子

し
ば
ら
く
は
開
け
ぬ
私
の
玉
手
箱
　
　
小
野
嘉
津
子

失
意
の
日
雨
は
優
し
い
友
と
な
る
　
　
大
野
　
修
一

破
防
法
オ
ウ
ム
封
じ
に
厚
い
壁
　
　
　
鈴
木
　
希
一

顔
パ
ス
が
錆
つ
く
頃
は
古
稀
の
坂
　
　
大
沼
　
妙
子

圖
一
句
目
。
典
型
的
な
情
念
川
柳
で
、
滑
ら
か
な

ス
タ
イ
ル
の
川
柳
に
仕
立
て
て
い
る
。
誰
が
読
ん
で

も
分
か
る
川
柳
で
、
そ
の
技
法
が
う
ま
い
。
秀
旬
。

二
句
目
。
女
の
敵
は
女
で
あ
る
様
子
が
、
白
い
歯
と

い
う
擬
態
語
で
表
現
さ
れ
て
い
て
、
そ
う
快
な
印
象

を
与
え
て
い
る
。
川
柳
眼
が
確
か
。
佳
句
。
三
句
目
。

遮
断
機
と
い
う
語
句
が
、
こ
の
句
を
鮮
烈
な
心
情
句

に
し
て
い
る
。
遮
断
機
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
、

読
者
の
思
惑
に
ゆ
だ
ね
る
が
、
川
柳
作
句
に
慣
れ
た

手
法
の
光
る
旬
。
佳
句
。
四
旬
か
ら
の
数
句
も
批
評

の
手
を
入
れ
て
み
た
い
佳
句
で
あ
る
。
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は
お
問
い
合
わ
せ
先
で
す

下
水
道
使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

口
座
振
替
の

ご
利
用
に
つ
い
て

　
白
石
市
の
下
水
道
事
業
は
、
生
活
環

境
の
改
善
、
浸
水
の
防
除
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
目
指
し
、
昭
和
5
0
年

整
備
に
着
手
、
昭
和
6
3
年
よ
り
一
部
供

用
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い

る
下
水
道
使
用
料
は
、
各
家
庭
か
ら
の

生
活
排
水
や
事
業
所
等
の
排
水
を
処
理

す
る
経
費
に
充
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
効
率
的
な

管
理
運
営
を
図
り
な
が
ら
経
費
の
節
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
維
持
管

理
費
が
年
々
増
加
し
、
現
状
の
ま
ま
で

は
健
全
な
下
水
道
事
業
の
管
理
運
営
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
供
用
開
始
以
来
初
め
て
、
近
隣
市

町
の
実
態
を
見
極
め
て
次
の
と
お
り

「
下
水
道
使
用
料
金
」
を
改
定
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
使
用

者
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
料
金
改
定
は
、
農
業

集
落
排
水
事
業
排
水
処
理
施
設
使
用
料

に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

（消費税別）◎白石市下水道使用料金表

新料金旧料金排出汚水量分区

1，200円900円（基本料金）10nfまで基本料金

円
円
円
円

5
0
《
》
5

2
4
【
」
【
」

1
1
1
1

円
円
円
円

【
」
0
0
0

G
σ
0
1
り
乙

　
1
1
　
1

　11㎡～20㎡までの分　　1㎡につき
　21㎡～50㎡までの分　　1㎡につき
　51㎡～200nfまでの分　1nfにつき
201nf以上　　　　　　　　1㎡につき

超過料金

◎下水道使用料計算方法

　（基本料金十超過料金）×1．05

　　　　　　　　＝下水道使用料金消費税込の額
◎計算例

　◇白石市の一般家庭の平均汚水量は、21㎡／月

　　基本料金　10㎡　　基本料金　1，200円
　　超過料金

　（11～20㎡）10㎡×125円　　1，250円
　（21～50㎡）　1㎡×140円　　　140円

合計　　　21nf　　　　　　　2，590円
請求金額　2，590円×5％（消費税）ニ2，719円

●
実
施
時
期

　
平
成
1
1
年
1
0
月
1
日
使
用
分
か
ら
実

施
さ
れ
ま
す
。

（
新
料
金
の
請
求
は
、
平
成
n
年
1
1
月

分
か
ら
と
な
り
ま
す
）

㊨
白
石
市
土
木
部
下
水
道
課

　
露
2
2
1
1
3
2
7

〈参考〉主な県内市町の下水道使用料金表註表　　　　　　　　（消費税別・単位：円）

排出汚水量（単位：㎡）

201以上

　　155

　　180

51～200

　　150

　　180

155150

145

185

135

165

　　21～50

　　　　　　　140

　　　　　　　160

135（21～30

145（31～50

　　　　　　　120

　　　　　　　145

11～20

　125

　140

0～10
1，200

1．400

改定年月日市町名

H11．10．1

H10．4．1

白石市

古川市

1251．200H10，4，1名取市

115

125

1，100

1．200

H11．4．1

H11，4．1

蔵王町

柴田町

　
1
0
月
1
日
か
ら
市
税
や
国
民
年
金
の

口
座
振
替
を
、
郵
便
局
で
も
取
り
扱
い

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
従
来
通
り
市
内
の
金
融
機
関

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
口
座
振
替
を

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

●
取
り
扱
い
種
目

①
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
の
み
）

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

③
軽
自
動
車
税

④
国
民
健
康
保
険
税

⑤
国
民
年
金
保
険
料

　
手
続
き
の
詳
し
い
内
容
は
、
「
広
報
し

ろ
い
し
1
0
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑲
O
市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
都
市

　
　
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

　
　
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は

　
　
税
務
課
管
理
収
納
係

　
　
盆
2
2
1
1
3
1
3

　
0
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は

　
　
市
民
課
国
民
年
金
係

　
　
宙
2
2
1
1
3
1
2

乳
幼
児
（
社
会
保
険
分
）
、
心
身
障
害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭

医
療
費
助
成
制
度
の
登
録
（
更
新
）
手
続
ぎ
を
お
忘
れ
な
く

　
な
お
、
現
在
登
録
さ
れ
て
い
る

方
々
に
つ
い
て
は
、
更
新
の
手
続
き

が
泌
要
で
す
。

　
今
年
は
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
の

で
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
9
月
中
旬
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
通

知
い
た
し
ま
す
。
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
証

③
健
康
保
険
証

④
銀
行
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の

⑤
医
療
費
受
給
資
格
更
新
申
請
書

（
9
月
中
旬
、
対
象
と
な
る
家
庭
に
送

付
い
た
し
ま
す
。
）

国
民
健
康
保
険
か
ら

被
保
険
者
証
更
新
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
（
社
会
保
険
分
）
、
心
身
障

害
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
次
の
方
々

に
対
し
、
病
院
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

い
ず
れ
の
制
度
も
所
得
の
制
限
が
あ
り

ま
す
が
、
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
社
会

福
祉
係
（
薗
2
2
1
1
4
0
0
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
保
険
分
）

　
通
院
に
つ
い
て
は
満
3
歳
に
達
す
る

月
の
末
日
ま
で
。
入
院
に
つ
い
て
は
、

平
成
n
年
8
月
よ
り
満
6
歳
に
達
す
る

月
の
末
日
ま
で
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

①
身
体
障
害
者
手
帳
「
1
級
」
「
2
級
」

　
お
よ
び
「
内
部
障
害
の
3
級
」
を
お

　
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
「
A
」
を
お
持
ち
の
方

③
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
障
害
程
度
が

　
「
1
級
」
に
該
当
す
る
方

④
職
親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
療
育
手
帳

　
「
B
」
に
該
当
す
る
方

◎
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

　
母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
の
母
ま
た
は

父
と
、
現
に
扶
養
し
て
い
る
子
供
が
1
8

歳
の
年
度
末
ま
で
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険

証
の
有
効
期
限
は
9
月
3
0
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
毎
年
、
健
康
セ
ン
タ
ー
、
地
区
公
民

館
等
で
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
国
保
加
入
者
の
利
便
を
考
慮

し
、
今
年
か
ら
各
世
帯
主
あ
て
9
月
末

に
郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
お
使
い
の
保
険
証
は
、
保
険
課
、

各
地
区
公
民
館
へ
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い

る
世
帯
で
、
左
記
の
表
に
該
当
さ
れ
る

方
は
、
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
を
同

封
い
た
し
ま
す
が
、
該
当
さ
れ
る
方
で

送
付
さ
れ
な
い
場
合
や
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
保
険
課

（
宙
2
2
1
1
3
6
1
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

時　　間

　9：00～10＝00

11：00－12：00

13二〇〇～14：00

15：00～16：00

　9：00～10：00

11：00～12：00

13：00～14：00

15：00～16：00

9：00～16：00

実施場所
越川公民館
斎　川公民館

自　川公民館

大鷹沢公民館

小原公民館
大平公民館
深谷公民館
福岡公民館

市役所第二会議室

　月　　日

9月22日（水）

9月24日（金）

9月27日（月

～29日（水

▼乳幼児医療費所得制限基準額表

所得額
3，401千円

3，781
4，161
4．541

扶養親族等の数

　　　　0人

　　　　1

　　　　2
　　　　3

1
．
手
当
の
種
類

★
特
別
障
害
者
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の

障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
あ
る
在
宅
の
2
0
歳
以
上
の
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在
宅

の
2
0
歳
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

2
．
手
当
額

★
特
別
障
害
者
手
当

　
月
額
　
2
6
、
8
6
0
円

★
障
害
児
福
祉
手
当

　
月
額
　
1
4
、
6
1
0
円

＊
い
ず
れ
も
、
本
人
や
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
よ
り
、
支
給
が
停
止
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

3
．
手
続
き
に
つ
い
て

　
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
福
祉
事

務
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

㊨
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
宙
2
2
－
1
4
0
0

1．扶養親族1人につき38万円を加算

2．老人扶養親族1人につき48万円加算

3．特定扶養親族1人につき53万円加算

小
作
地
所
有
の

縦
覧
に
つ
い
て

　
農
地
法
第
8
4
条
の
規
定
に
よ
り
、
平

成
1
1
年
8
月
1
日
現
在
の
小
作
地
の
所

有
状
況
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
ご
覧
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に

は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
期
　
間
　
9
月
1
日
～
3
0
日

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
執
務
時
間
内
）

●
場
　
所

　
農
業
委
員
会
事
務
局

（
白
石
市
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）

⑲
農
業
委
員
会
事
務
局

　
面
2
2
1
1
2
5
6

9
月
は
『
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
』
で
す

　
労
働
省
で
は
9
月
を
「
障
害
者
雇
用

促
進
月
問
」
と
定
め
、
障
害
者
の
雇
用

の
促
進
と
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、

啓
蒙
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。　

一
人
で
も
多
く
の
障
害
者
の
方
が
就

職
の
機
会
を
得
ら
れ
、
働
く
喜
び
と
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
送
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

㊨
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
自
石

　
（
自
石
公
共
職
業
安
定
所
）

　
宙
2
5
1
3
1
0
7

＞
更
新
手
続
き
日
程
表



介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
申
請
の
受
何
が

10

月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

行
う
予
定
で
す
が
、
申
請
の
方
法
等
詳

し
く
は
「
広
報
し
ろ
い
し
1
0
月
号
」
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
現
に

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
施
設
ま
た
は

事
業
者
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
申
請
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
人

【
6
5
歳
以
上
の
人
】

　
寝
た
き
り
、
痴
呆
な
ど
で
入
浴
、
排

せ
つ
、
食
事
な
ど
の
日
常
の
生
活
動
作

に
つ
い
て
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
（
要
介
護
状
態
）
に
な
っ
た
り
、
常

時
介
護
ま
で
は
必
要
な
い
が
、
家
事
や

身
支
度
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
援
が
必

要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
に
な
っ
た

と
き
。

【
4
0
歳
以
上
6
5
歳
未
満
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
】

　
初
老
期
痴
呆
、
脳
血
管
障
害
な
ど
、

加
齢
に
起
因
す
る
疾
病
に
よ
っ
て
介
護

な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
。

国
民
年
金
か
ら

　
介
護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ほ
う

た
め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
状
態
か
ど
う

か
の
認
定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
要
介
護
認
定
で
は
、

寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
介
護
が
必
要
な

状
態
か
ど
う
か
だ
け
で
は
な
く
、
介
護

の
手
の
か
か
り
具
合
（
要
介
護
度
）
も

判
定
し
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

市
に
要
介
護
認
定
の
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
申
請
を
行
う
と
市
の
職
員
、

ま
た
は
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
施
設
や

事
業
者
の
職
員
が
申
請
者
の
家
庭
を
訪

問
し
、
心
身
の
状
況
な
ど
の
調
査
を
し

ま
す
。
そ
の
調
査
結
果
と
か
か
り
つ
け

　
　
◎
触
｝

㌧亀
η

●要介護認定とサービスの利用方法●

医
の
意
見
書
を
も
と
に
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
専
門
家
か
ら
な
る
「
介
護

認
定
審
査
会
」
で
判
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
を
公
平
に
行
う
た
め

に
、
自
石
市
を
含
め
た
仙
南
2
市
7
町

で
は
、
介
護
認
定
審
査
会
の
事
務
を
共

同
で
処
理
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
仙
南
地
域
広
域
行
政
事

務
組
合
に
8
月
1
日
付
け
で
介
護
保
険

課
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
隣
接
す
る
市
町
と
の
認
定
に
格
差

が
生
じ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
の
申
請
受
付
は
、
1
0
月

－
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
、

市
健
康
セ
ン
タ
ー
と
各
地
区
公
民
館
で

象襲一纏

　　↓　市 　
　
聖

幻
講

轟
》
．
　

　
　
　
り
意

　
　
　
め
の

　
　
　
か

※
介
護
保
険
制
度
の
全
般
的
な
仕
組
み

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
広
報
し
ろ
い
し

5
月
号
」
お
よ
び
既
に
全
戸
配
布
し
て

お
り
ま
す
「
こ
ん
に
ち
は
介
護
保
険
で

す
1
」
を
参
照
願
い
ま
す
。

㊥
保
険
課
介
護
保
険
係

　
面
2
2
1
1
3
6
1

国
民
年
金
「
趣
味
と
教
養
の
つ
ど
い
」

●
期
　
間

　
1
回
目
　
1
0
月
2
5
日
（
月
）
～
2
6
日
（
火
）

　
2
回
目
　
1
0
月
2
6
日
（
火
）
～
2
7
旦
水
）

●
場
所

　
国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

　
「
み
ち
の
く
路
」
（
鹿
島
台
町
）

　
翁
0
2
2
9
1
5
6
1
5
5
1
1

●
内
　
容

　
教
養
・
年
金
講
座
・
年
金
相
談
、

　
カ
ラ
オ
ケ
・
社
交
ダ
ン
ス
の
各
教
室

●
対
象
者
　
国
民
年
金
被
保
険
者
、
国

　
民
年
金
受
給
権
者
、
国
民
年
金
委
員

●
募
集
人
員
　
各
回
6
3
名

●
参
加
費
　
7
千
円

　
（
1
泊
2
食
付
、
交
通
費
を
除
く
）

●
お
申
込
み
方
法

　
市
役
所
の
国
民
年
金
係
に
、
9
月
2
0

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

年
金
は
高
齢
社
会
の
必
需
品

　
老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
が
開
始
さ
れ

る
6
5
歳
の
日
本
人
の
平
均
余
命
は
、
男

性
で
1
7
・
0
2
年
、
女
性
で
2
1
・

7
5
年
（
平
成
9
年
の
簡
易
生
命
表
に

よ
る
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
長
く
な
る
老
後
生
活
を
支

え
る
年
金
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

で
す
。

　
年
金
の
支
払
い
は
偶
数
月
の
1
5
日
で

す
。
老
齢
福
祉
年
金
は
4
月
、
8
月
、

12

月
の
1
1
日
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

年
金
の
支
払
い
通
知
は
年
1
回
、
毎
年

6
月
に
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
だ

し
、
老
齢
福
祉
年
金
は
除
き
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
、

毎
年
1
回
、
誕
生
月
に
必
ず
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
「
現
況
届
」

（
ハ
ガ
キ
）
で
す
。
用
紙
が
届
い
た
ら
、

住
所
・
氏
名
等
を
書
き
誕
生
月
の
末
日

ま
で
に
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
け
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
の
支

給
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

㊥
市
民
課
国
民
年
金
係

　
窟
2
2
1
1
3
1
2

使
わ
な
く
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
子
供
さ
ん
の
成
長
に
伴
い
、
使
用
し

な
く
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
i
ト
を
お

持
ち
の
方
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

譲
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
当
課
ま
で
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
使
用
可
能
の
も
の
で
、
無
償

譲
渡
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

㊨
生
活
環
境
課
　
薗
2
2
1
1
3
1
4

住
民
票
の
住
所
の
表
示
が

変
わ
り
ま
す

　
1
0
月
末
日
よ
り
「
住
所
の
表
示
」
が

次
の
よ
う
に
変
わ
る
予
定
で
す
。

1
，
住
所
の
表
示
か
ら
「
の
」
の
記
載

が
な
く
な
り
ま
す
。

白
石
市
暴
走
族
根
絶
の
促
進
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

自石太郎

自石市自石町1番地の1

題㎎
号

蘇

白石太郎

白石市自石町1番地1

（変更後の住民票）

2
．
住
所
の
表
示
に
「
ア
パ
ー
ト
名
、

部
屋
番
号
」
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
住
所
地
番
ま
で
の
表
示
で
は
住
所
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、

「
何
某
方
」
、
「
□
ロ
ア
パ
ー
ト
◇
号
室
」

な
ど
を
住
所
の
一
部
と
し
て
入
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

自石太郎

自石市白石町1番地1

懸岨
畢

蘇

白石太郎

白石市白石町1番地1

　　□ロアパート◇号室

　（変更後の住民票）

　
こ
の
場
合
、
本
人
よ
り
申
し
出
（
申

請
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
9
月
1
0
日

か
ら
1
0
月
8
日
ま
で
の
問
に
市
民
課
窓

口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

㊨
市
民
課
戸
籍
係
薗
2
2
1
1
3
1
2

　
4
月
1
日
か
ら
「
宮
城
県
暴
走
族
根

絶
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
市
で
も
「
白
石
市
暴

走
族
根
絶
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
を

制
定
し
、
7
月
1
日
か
ら
施
行
に
な
り

ま
し
た
。
条
例
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
市
内
に
お
い
て
、
暴
走
族
を

絶
対
に
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協

力
願
い
ま
す
。

【
条
例
の
概
要
】

◎
暴
走
族
が
暴
走
行
為
を
す
る
際
、
常

習
的
に
集
合
す
る
場
所
の
管
理
者
に

は
、
集
合
禁
止
の
表
示
設
置
な
ど
の

努
力
義
務

◎
暴
走
族
車
両
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
販
売
業

者
の
給
油
自
粛
、
部
品
販
売
業
者
の

変
形
ハ
ン
ド
ル
販
売
自
粛
な
ど
事
業

者
の
努
力
義
務

◎
タ
ク
シ
i
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運
転

者
の
1
1
0
番
通
報

◎
市
の
暴
走
族
根
絶
促
進
の
た
め
の
各

種
施
策
の
実
施
、
市
民
の
協
力

⑭
生
活
環
境
課
　
宙
2
2
1
1
3
1
4

馨
な
Q
ゲ
雛
難

　
　
　
　
　
り
ま
す
　
先
月
　
今
年

度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
本
算
定
）
納

付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

ま
ま
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
、
税
額
は
変
わ
ら
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？

A
．
給
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
人
保

険
制
度
に
よ
る
診
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
資
格
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
加
入
中

の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
そ
の
ま
ま

で
、
被
保
険
者
証
も
従
来
ど
お
り
交
付

さ
れ
ま
す
。

　
ご
質
問
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き

ま
し
て
も
、
資
格
継
続
に
伴
っ
て
、
引

き
続
き
納
め
て
い
た
だ
く
（
老
人
保
険

対
象
の
方
も
税
率
は
同
じ
で
す
）
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
納
付
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
機
会
に
便
利
で
納
め
忘

れ
の
な
い
口
座
振
替
の
ご
加
入
を
お
勧

め
い
た
し
ま
す
。

秋
の
交
通
安
全

市
民
総
ぐ
る
み
運
動

●
実
施
期
間

　
9
月
2
1
日
（
火
）
～
3
0
日
（
木
）

●
運
動
の
重
点
目
標

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
促
進

・
飲
酒
、
暴
走
等
無
謀
運
転
の
追
放

　
安
全
運
転
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
本

運
動
期
問
中
も
事
故
の
無
い
よ
う
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。『

交
通
ル
ー
ル

　
　
　
守
る
あ
な
た
が
　
守
ら
れ
る
』

⑮
生
活
環
境
課
宙
2
2
1
1
3
1
4

趨れあ恥臣□刎

〈
中
斎
川
転
作
研
修
セ
ン
タ
ー
で
の

⑨凋綴雛罰鵬雛物
　　　　　　　一一』マ　ー’「P

　ヂ’一　r

右
、
』

畠
▼
丁

．
，
孟
、

　臼石市は、市民総参画による市政　　様の生の声をお聞きしようとするも

の発展を図るため、本年度も市民の　　のです。

方々との対話を特に重視した市政懇　　　この市政懇談会のトークの中で得

談会「市民と市長のふれあいトーク」　た市民の皆様の貴重なご意見、ご提

を開催します。　　　　　　　　　　言等をこれからの市政に反映させて

　この市政懇談会は、自治会長さん　　いこうとするものです。9月の市政

を通じてお寄せいただいた事前の提　　懇談会は下表のとおりですので、各

言事項の集約をもとに、市長が先頭　　地区の皆様お誘い合わせご参加くだ

になって各地区を訪問し、市民の皆　　さるようお願いいたします。

　　　市政に参画しよう「市民と市長のふれあいトーク」開催日程

　開催場所

下戸沢公会堂

小原公民館

開催時間

午後7時

午後7時

　開催月日

9月1日（水）

9月2日（木）

　自　治　会　名

上戸沢、下戸沢、赤井畑、冷清水、大熊

東、塩倉、中北、猿鼻

地区

小　原

　市政懇談会は各地区の要望を受け付ける場所ではなく、市民の皆様の生

の声をお聞きし、意見交換をする場所です。　　その成果をこれからの市

政に反映していこうとするものですので、ご理解ご協力のほどよろしくお

願いいたします。



市民の皆様へ

　　　9月のごみ収集日について（お知らせ）
◆ごみの収集日（地区ごとに収集しています．曜日の見方は第何回目と劇ます．）

不燃こみ

第4／火

第4／月

第4／金

第4／木

第4／金

第4／月

第4／水

区　　　　分

資源・ビン類

第2・第5／火

第2・第5／月

第2・第5／金

第2・第5／木

第2・第5／金

第2・第5／月

第2・第5／水

こ　　　　み

資源・缶プラ

第1・第3／火

第1・第3／月

第1・第3／金

第1・第3／木

第1・第3／金

第1・第3／月

第1・第3／水

可燃こみ

火・金

目・木

月・木

月・水・木

火・水・金

　　地　　　区（地　域　名）

A地区（越河、斎川、大平）

B地区（大鷹沢、白川、小下倉）

　　　（大鷹沢田中）

C地区（福岡、小原）

D地区（市街・東北本線東側）

　　　（鷹巣）

E地区（市街・東北本線西側）

不燃こみ

　28

◆上記をあなたの地区にあてはめると平成11年9月の収集日は下記のようになります。
　　※　日，により又　日が亦　にカることがありま　ので、 確認のうえ、ごみを出して

資源・ビン類

　　14

資源・缶プラ

7・2124・28

　可燃こみ
10・14・17・2173

　地区名
越河・斎川・大平

27136・20

2410173

30
ました）

　　　9

日は不燃こみに変更になり

162

13・16・20・27。30962

大鷹沢・白川・小下倉

大鷹沢田中

福岡・小原

2410173

27136・20

1・2・6・8・9・13・16・20・22
27・29・30

市街・東北本線東側
（白石工業高校側）

鷹巣

228・2911・3・7・8・10・14・17・21・22
24・28・29

市街・東北本線西側

　（白石市役所側）

◆お願い
1．こみは収集日を守り、必ず収集日の朝8時30分までに出してください。

2．生こみは、十分に水分を切っτから出してください。

3．ペットボトルは燃やさないで、資源こみとして出してください。

4，スプレー缶は中身を使い切っτから穴をあけ、資源ごみとして出してください

◆ごみは指定の袋に入れて集積所へ
1．こみはあなたが住んでいる自治会管理の集積所へ出してください。

2．他の自治会管理の集積所への持ち込みはしないでください。

●お問い合わせ先　市生活環境課　宙22－1314

◆
9
月
は
廃
棄
物
不
法
投
棄

　
防
止
強
化
月
間
で
す
ー

　
わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
や
事
業
活

動
か
ら
は
、
毎
日
大
量
の
ご
み
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
が
、
心
な
い

人
た
ち
に
よ
っ
て
山
間
や
河
川
に
容
易

に
投
棄
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
ま
た
、
道
路
や
空
き
地
な
ど
至

る
と
こ
ろ
に
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
な
ど

の
ポ
イ
捨
て
が
目
に
つ
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
行

為
は
、
わ
た
し
た
ち
の
郷
土
の
自
然
や

快
適
な
生
活
環
境
を
損
な
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
ポ
イ
捨
て
禁
止
を
呼
び
か

け
る
た
め
の
看
板
設
置
や
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
、
不
法
投
棄
の
早

期
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
し
い
ふ
る
さ
と
白
石
を
次
の

世
代
に
残
す
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
に
努
め
る
と
と
も

に
、
自
ら
の
ご
み
に
つ
い
て
責
任
を
持

ち
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
処

理
す
る
よ
う
心
が
け
、
不
法
投
棄
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

▲不法投棄されたバイク

＝
▼

■結核が！

水
野
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
　
水
野

圭
司

　
　
　
　
　
今

■　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
き

　
結
核
は
、
結
核
の
患
者
さ
ん
が
咳
を

し
た
と
き
に
周
囲
に
飛
び
散
る
、
結
核

菌
を
含
ん
だ
空
気
を
吸
い
込
む
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。

　
結
核
は
昭
和
初
期
か
ら
同
3
0
年
代
ま

で
の
日
本
で
は
「
不
治
の
病
」
「
国
民

病
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
治
療
薬
の
発
達
や
生
活
水
準
の
向
上

な
ど
に
よ
り
死
亡
率
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
で
も
毎
年
4
万
3
千

人
が
新
た
に
発
病
し
て
お
り
、
年
間
約

3
千
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
う
過
去
の
病
気
」
と
い
う
誤
っ

た
認
識
か
ら
結
核
に
対
す
る
油
断
が
あ

り
、
最
近
病
院
や
学
校
な
ど
で
の
集
団

感
染
と
い
う
事
件
が
マ
ス
コ
ミ
に
取
り

上
げ
ら
れ
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
初
期
症
状
と
し
て
は
、
微
熱
、
寝
汗
、

全
身
け
ん
怠
感
、
食
欲
不
振
、
体
重
減

少
な
ど
が
続
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
咳

　
た
ん

や
疾
、
胸
痛
が
ひ
ど
く
な
り
、
疾
に
血

　
　
　
　
　
か
っ
け
つ

が
混
じ
っ
た
り
喀
血
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
結
核
菌
は
肺
か
ら
血
管
を
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
そ
う
　
　
ぽ
う
こ
う

て
体
内
に
広
が
り
、
腸
、
腎
臓
、
膀
胱
、

リ
ン
パ
節
、
骨
な
ど
あ
ら
ゆ
る
臓
器
を

侵
し
ま
す
。

予
防
と
し
て
は

①
定
期
検
診
を
受
け
る
。
（
1
年
に
1

回
は
胸
部
X
線
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
Q
）

②
B
C
G
を
受
け
さ
せ
る
。
（
子
供
を

結
核
か
ら
守
る
の
に
、
大
変
効
果
的
で

す
。
出
生
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
接
種

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
）

③
日
ご
ろ
か
ら
咳
、
疾
に
注
意
す
る
。

（
咳
や
疾
、
微
熱
な
ど
が
ー
カ
月
以
上

続
い
た
場
合
に
は
、
早
め
に
医
師
の
診

察
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
）

　全霞籍
のしむ

z

与子いな

．虫歯を早く治しτ

　　メタソ〃をもらおうノ

　虫歯ができてしまったら治療しなけ

れば治りません。特に、子供の虫歯は

進行が早いので、早めに治療すること

が大切です。

　そこで、平成10年4月から「むし歯

のない子」の対象児に治療を終了した

お子さんも含まれることになりました。

ぜひ、虫歯があるお子さんも3歳6カ

月健診までに、虫歯を治してメダルを

もらいましょう。

　今回の3歳6カ月児健診で虫歯の無かったお子さんです。
ずっと健康な歯でいてね！

三上　靖乃ちゃん（大川町）　　　　　　　　齋藤　　嶺ちゃん〔堂場前）

早見　洗弥くん　　（鷹巣）　　　　　　　　　高野　弘紀くん　　〔福岡長袋

大野　早紀ちゃん（大鷹沢大町）　　　　　　佐藤　泰紀くん　　（大畑）

小野　翠花ちゃん（東町）　　　　　　　　　大沼つみきちゃん（城北町）

平岡　倫実ちゃん（城南）　　　　　　　　　菊池　秀平くん　　（東大畑）
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スパッシュランドしろいし 廟29－2326
圃29－2328

第2クールの各教室（エアロビクス
教室除く）募集中です

9月の休館日　8日（水）・22日（水）

O水泳教室
・月曜コース（9月6日～11月22日）

・火曜コース（9月7日～11月19日）

・金曜コース（9月3日～11月5日）

＊各コースとも10：30～11130

※金曜コースのみ、夜の部（18＝30～

19：30）もあります。

Oアクアビクス教室

・木曜コース（7月15日～11月4日）

＊10＝30～11：30

スバッシュランド
次季大△のお矢5せ

　9月5日（日）白石市民水泳大会

　9月25日　（土）

　　　　姉妹都市国際水泳大会
・10月24日（日）

スパッシュランドしろいし水泳大会

上記大会日は、プール・トレーニ

ングルームの利用はできませんので、

あらかじめご了承願います。

◎ いぎいきプラザお問い合わ齢盤雪1酷

『リサイクル工作教室』参加者募集
9月の休館日　6・13・20・27日

　一ペットボトルの風車一
●日　時　9月11日（土）10＝00～

●定員10名
●参加費無料

●持ってくるものペットボトル2本

（大きさ自由）、ハリガネハンガー2本

※希望者は、電話（薗22－1635）でお

申し込みください。

「市民ギャラリー」展示ご案内

★油　絵　8／26（木）～9／8（水）

　［働く婦人の家サークル］

★書　道　9／9（木）～9／22（水）

　［働く婦人の家サークル］

★型絵染　9／24（金）～10／6（水）

　［働く婦人の家サークル］

片倉家中武家屋敷「旧小関家」宙餌2162

武家屋敷催事『お月見と古文書展』

皆様のご来場をお待ちしておりま

す。

●開催期間

　9月24日（金）～10月3日（日）

●入場料　武家屋敷観覧料でご覧い

ただけます。

●内容
・月見の展示［9月24日（金）］
　　　　　ぱっしよう
・北海道開拓・嚴渉関係の辞令、そ

の他の古文書の展示

●お問い合わせ先

教育委員会社会教育課文化財係

宙22－1343

こ 盆26・3004
圃26－3505

ピエロのパフォーマンスを楽しもう

マジックやおもしろバルーンショ

ーです。皆さん、見に来てね口

●日　時　9月18日（土）14：00～

　　（上演時間は約1時問の予定）

●場所白石市図書館閲覧室

●出　演　ラブリーマザーズ

●主催白石市図書館、第一児童
館、杉の子母親クラブ

●お問い合わせ先

図書館　宙26－3004

★特別休館日のお知らせ★
10月1日（金）から10月10日（日）まで、ばく書期問（本の虫干し）のため

お休みします。

図　　　　　　……　　　　　・冒

LIBRARY　NEWS
　★今月の書棚★

．野球（打者編）　2．野球（投手禰
．テニス（ダブルス編）

ソフトテニス（グランドストローク編）

．バトミントン（ストローク編）

　■新着図書案内30選■

1．　コンピューター英語の謎を解く

　　　　　　　　大島秀太著
2．　人生は100回でもやり直しがきく

　　アレクサンドラ・ストッダード著
　手話・日本語大辞典　　　　竹村茂著
　賞状＆アイデアカード　加藤辰雄ほか著

　和食のべんとう　　　　　杵島直美著
　決定版　和食器選び　別冊家庭画報編
　先生のための音楽修学旅行　沖縄

　　　　　　　音楽之友社編
8，　オペレッタ名曲百科　　　永竹由幸著

9，　40歳からの子育て　　　　南美希子著

10．　世界を解く数学　　　　　河田直樹著

11．　テーマ別・ガーデニングのすすめ

　　　　　スザンナ・ロングリー著
12．　ふたつの故宮（上）（下）　後藤多聞著

13．　ミステリは万華鏡　　　　　北村薫著

14．　手作り和食工房　　　　鈴木登紀子著

15．　推古天皇　　　　　　　　三枝和子著

16．　新井白石　　　　　　　　　谷恒生著

17．青らむ空のうつろのなかに

　　　　　　　　篠田節子著
18．　不思議の国のララ　　　　　尾崎翠著

19，　わたしは、目が見えない

　　　スティーブン・クラウシス著
20．前日島　　　ウンベルト・エーコ著
21，　都道府県別　日本なんでも情報館

　　　　　　　　ポプラ社編
22．　飛行機の歴史　　　　　　山本忠敬著

23．　危険な細菌とウイルス　　金の星社編
24．　プリンセス・テンコー　魔法の絵本（上）（下）

　　　　　　　　引田天功著
25，　王女さまとかわりっこ！？　藤真知子文

26．　プカプカ　チョコレート島　まじょの島へ

　　　　　　　　原ゆたか文
27，　テディベアがはこんだ夢　春日幸子文

28，　としょかんへいく　ピープちゃん

　　　　　　C・コーウェル作
29，　オラ、サヴァ、チェリオの地球冒険の

　旅パリ祭　　　　　エム　ナマエ絵
30．　オラ、サヴァ、チェリオの地球冒険の

　旅パリ祭（点字版）　エム　ナマエ絵

　　◆図書館利用案内◆
開館時間　　火～土曜日9時～17時

　　　　日曜日　　10時～16時
9月の休館日

　6日、13日、15日、20日、23日、

27日、30日（月末休館日）

低力ロリーの

　　　　　　、・
　　　　　聴c一』、颪，’、琵
　　　　　　』一き　　　　　　　．・　　“》傷ヘ
　　　　　　　　ヤ　ゴ　

　　　　 　ロち

　　　　　　　　ラ7・し“’：　　　　　　　　　一　　　　　［

栄養価（1人当り）

エネルギー
607kcal

たんぱく質

3409ク
塩分2．8g

「
＼

キ

夏の暑ざ乙弱つた」胃にやさし6，

おカ、ゆ～下す。

〈
作
り
方
〉

①
ホ
タ
テ
貝
柱
は
水
で
戻
し
て
お
く
。

②
土
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
を
沸
か
し
、

　
鶏
手
羽
一
兀
を
入
れ
、
弱
火
で
2
0
分
ぐ

　
ら
い
煮
て
だ
し
を
と
る
。
鶏
手
羽
元

　
を
取
り
出
し
、
肉
の
部
分
を
ほ
ぐ
す
。

0
洗
っ
て
お
い
た
米
を
②
の
だ
し
汁
に

　
入
れ
、
沸
騰
し
た
ら
貝
柱
を
つ
け
汁

　
ご
と
加
え
て
お
か
ゆ
に
す
る
。
塩
、

　
ご
ま
油
で
味
を
整
え
る
。
最
後
に
賄

　
で
た
チ
ン
ゲ
ン
菜
と
②
の
ほ
ぐ
し
た

　
鶏
手
羽
元
を
入
れ
る
。

④
0
を
器
に
盛
り
、
み
じ
ん
切
り
に
し

　
た
薬
味
を
好
み
で
散
ら
し
て
い
た
だ

　
く
。 　材料4人分

米一………………・2合

鶏手羽元……………6本
チンゲン菜・・……　・…2把

ホタテ貝柱…………適量

ごま油………・……・少々

塩…・……………・少々

ハム（薬味）…………適量

ザーサイ（薬味）……・・適量

長ネギ（薬味）・………・適量

　＼嘔、！

r〔　》
ヘルスメイト白石

上西　てる子さんノ

　　　（自石）

　！
　！

！
！

＊
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
で
は
、
知
ら
な
い

間
に
誰
か
に
名
前
を
使
用
さ
れ
て
、
申

込
人
や
連
帯
保
証
人
に
さ
れ
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
名
前
を

使
用
さ
れ
た
者
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

は
意
思
の
合
致
が
な
い
の
で
、
契
約
は

成
立
し
て
い
ま
せ
ん
。

＊
前
記
の
例
で
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
が

名
前
を
勝
手
に
使
わ
れ
た
者
に
対
し
、

電
話
で
申
込
人
や
連
帯
保
証
人
に
な
る

意
思
が
あ
る
か
確
認
し
て
き
た
場
合
、

承
諾
す
る
と
返
答
す
れ
ば
契
約
を
認
め

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
く

ま
で
も
契
約
内
容
を
了
解
し
て
い
る
こ

と
が
前
提
で
す
。
住
所
、
氏
名
、
年
齢

の
確
認
を
求
め
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て

「
ハ
イ
」
と
答
え
た
だ
け
で
は
、
契
約

を
認
め
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

＊
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
事
業
者
側
が
契
約
内
容
を
定
め
印
刷

し
た
定
型
的
な
契
約
書
「
普
通
取
引
約

款
」
が
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

約
款
を
読
ま
ず
に
契
約
し
、
約
款
の
内

容
を
十
分
に
理
解
し
な
く
て
も
、
約
款

に
従
う
意
思
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
契

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
消
費
生
活
相
談
室

　
（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内

　
盆
2
2
1
0
7
8
3

次
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で

き
ま
す
。

＊
契
約
書
面
な
ど
が
渡
さ
れ
て
い
な
い

と
き
。

＊
交
付
さ
れ
た
契
約
書
面
な
ど
に
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
記
載
さ
れ
て
い
な

い
と
き
。
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
文

言
に
X
を
つ
け
て
い
る
と
き
）

＊
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
記
載
さ
れ
て

い
て
も
、
契
約
の
重
要
事
項
（
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
価
格
、
代
金
支
払
い
方
法
、

引
き
渡
し
時
期
、
販
売
業
者
の
住
所
・

氏
名
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
氏
名
な
ど
）

が
欠
落
し
て
い
る
と
き
。

＊
消
耗
品
の
場
合
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か

ら
点
検
、
試
用
を
勧
め
ら
れ
て
開
封
、

試
用
し
た
と
き
。

血

約
が
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
が
ち
で

す
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

園囹回回
　　　　　●

（
U

（コ

D

塚

■
、
．

こん恋とき契約の成立は？

助

品　目
食パン
食用油
しようゆ

うるち米

牛　乳
牛　肉
まぐろ
え　び
にんじん

ね　ぎ
だいこん

普通品（1斤入り）1袋
　規　　格

サラダ油（鯛調合油）ポIl容器入り、1，500

濃口しょうゆ、JAS特級本醸造、ポリ容器入り、1’

宮墳県産ひとめぽれ100％10㎏（5㎏は換算可）

14、紙パック入り

ロース、チルド100
赤身、切身（刺鯛）きはだ又はめばち100

輸入品、無頭、長さ8～IDcm、1009

普通品1k

普通品1k

普通品lk

　124－　31

　　舖年同肋平均価格

　358　　　123
　242
2，265

　　＋120　318
　212
　379
　880
　143
　154
　174

高値
135

358

287

2，280

398

218

480

880

158

158

198

安値
113

358

198

2250
238

207

278

880

128

150

150

プロパンガス

品　目

灯油（麟〉

燃（配達）

軽　油
ガソリン

洗濯用洗剤

シヤンプー

ビデオテープ

クリーニング

チーズ
鶏　卵

一般家庭用、10㎡
　規　　格

184
184
1召、店頭価格、現金売り

1召、レギュラーガソリン、現金売り

合成洗剤、高密度粉末12L　（L5kでも可）

液体、ポンプタイプ、700～780曜

VHS、瀬時間120分、スタンダー附ブ、3翻、換算可

長袖ワイシャツ1枚、綿あるいは綿混紡、店醸し

固形、プロセス、箱入り、200～225

Mサイズ、10個入り1パック

調査年月日：平成11年8月1日
平均価格　　　　　　　安値　　対前年同月比　高｛直

　　　　　　　5，200　5，350　　　　　5，500　　＋1350
　　　　　720　　　　　　　　550　635－　4
　　　　　774　　　　　　　　650　712　　　　50
　　　　　　　　72　74　　　　　　76　　　　2
　　　　　　　　87　　　　　　97　92　　　＋　1
　　　　　　　　348　　　　　398　373　　　　70
　　　　　　　　698　　　　　798　748
　　　　　　580　　　　　　　　580　580
　　　　　　150　　　　　　　　150　150　　　＋　52
　　　　　　298　　　　　　　　268　283
　　　　　　165　　　　　　　　165　165



白石市文化体育活動センター〔ホワィトキューブ藩劉彊
9月の休館日　1・8・16・22・29日

小松亮太スーパー・ノネット團
●日時

●料金

●司会・

　10月10日（日）

　開場18：00、開演18：30

　全席指定4，000円

（消費税込）

お話三枝成彰

速フけんたろう
ファミリーコンサート

●出演小松亮太、ポーチョ・パ

ルメル、近藤久美子、会田桃子、吉

田有紀子、大友肇、熊田洋、東谷健

司、鬼怒無月

第33回バスケットボール日本リーグ「自石シリーズ」

●料金囲

●日時10月24日（日）

　　　　開場13：00、開演14：00

●料金囲　親子券2，500円、大人券2，200円

　子供券500円

●出演速水けんたろう、

　上野いづみ、速水バンド

●開催日時

　010月17日（日）15：00～

　　トヨタ　v　s　松下電器

　012月12日（日）15100～

　東　芝　v　s　三菱電機

　02月27日（日）15：00～

　いす粛　v　s　愛知機械

般

生校高

中学生
小学生以下

前売券

1，500円

1，000円

800円
600円

当日券

1，800円

1，200円

1，000円

800円
※一般の方のシリーズ通券は3，500円

◆ボランティア募集～バスケットボールコーチ～

◆託児室の設置について（要予約）

●対象3歳～小学校低学年

●料金無料
●時　闇　開場時刻～終演時刻

●予　約　開催日の一週間前まで

　キューブ・バスケットボール教室

のボランティアコーチを募集します。

●応募対象者　大学生・一般の方で

バスケットボール経験者（若干名）

●練習場所

　ホワイトキューブ・アリーナ

●練習日時

　毎週金曜日19：00～21；00

※小松亮太コンサートは10月3日
　（土）まで。

httl）：／／www．areε1．city．shiroishi．

　　miyagijp／cube／

cubeOO1＠area。city．shiroishi．

miyagijp

白石市情報センター〔アテネ〕驚羅。。．、．。。書聖簡私騨那野、、日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愈22・1500　圃22－1502

「パソコン講習会」開催のお知らせ

　これまでに引き続き、パソコン講

習会を開催します。大変好評なため、

お早めにお申し込みください。（受

付開始、参加方法は下記のとおり）

O会場
　白石市情報センター「アテネ」

　3階・マルチメディアバザー

○対象となる方　白石市内在住者ま

　たは市内に通勤、通学している方

　（利用者カードをお持ちの方）

○講習会の内容（初心者コース）

　「パソコンにさわったことがない」

「パソコンはあるんだけど、操作の

仕方がわからない」という方に、ア

テネの職員が指導します。料金は無

料です。詳しい日時は下記のように

なります。

○日　時　毎週水曜日

　昼コースが14：00～15：30

　夜コースが19：00～20：30

0定員各コース6名ずつ

Oスケジュール
（昼コースと夜コース共通）

第21回　10月6日と10月13日

第22回　10月20日と10月27日

第23回　11月10日と11目17日

第24回　12月1日と12月8日

O内　容　第1週目に、初歩的なパ

ソコンの使い方、Windows95の基
本操作を学びます。

　第2週目は、インターネットで興

味のあるホームページを見たり、探

したりしてみます。また、電子メー

ル（E－mai1）の使い方も学びます。

O参加方法
　9月18日（土）より予約の受け付

けを開始し、定員になり次第締め切

らさせていただきます。白石市情報

センター1階・事務室へ直接お申し

込みください。利用者カードを確認

させていただくため、電話では受け

付けいたしません。忘れずに利用者

カードをお持ちください。

　なお、お申し込みの際、どのくら

いパソコンを知っているかをお聞き

します。まったくさわったことがな

くても大丈夫ですので、安心してお

申し込みください。

◆アテネ塾申し込み受付開始◆

　「アテネ（マルチメディア）塾」

の塾生を募集いたします。内容は

「パソコン講習会」より上級、より

実践的なレベルを目指した月3回で

10回程度の塾形式の学習（機器操作

とコンテンツ作成・編集）と、単独

参加可能な講習会等を組み合わせた

ものです。受講対象者は「パソコン

講習会」と同様、利用者カードをお

持ちの方。受講料はテキスト等の実

費相当分3千円程度となる予定です。

　スケジュール、定員等の詳細およ

び申込用紙は、アテネ事務室にご用

意いたしております。

白石市働く婦人の家・女性政策室 　面25－6593
圃・盆25－5095

9月の休館日
6（月）・12（日）・15（水）・20（月）・23（木）・26（日）

「みやぎの歴史塾』～よりよい生き方をさがして～受講生1‘追加”募集！！

　8月31日から始まった「みやぎの歴史塾」。『みやぎの女性史』が刊行され

たことをきっかけに、その編さんに携わった先生方からお話しを聞くこの機

会、大変好評を得ています。

09月7日（火）
講話「『家』の制度」

　日　時　　内容

09月13日（月）
講　話「戦争と女性」

09月21日（火）
講　話「働く女性たち」

09月28日（火）

トークトーク

「女性たちの社会活動」

近藤佳代子氏（宮城教育大学教授）
　　　　　講 雨自

菊池慶子氏（聖和学園短期大学国文科教授）

阿部和枝氏（聖和学園短期大学教授）

コーディネーター　金井恭子氏（宮城いきいき財団教授）

パネリスト

　長谷川公一氏（東北大学文学部教授）

　佐藤和賀子氏（仙台白百合学園高等学校非常勤講師）

　伊藤任佐子氏（AMC代表）

　今回は特別に受講生の追加募集を

行います。申し込みはお早めに！！

●会　場　自石市いきいきプラザ

　　　　1階ワークショップルーム

●時間13：30～15：30

●受講料無料

●定員20名
（定員になり次第締め切ります。性

別・年齢は問いません。託児・手話

通訳などご相談ください。）

●お申し込み・お問い合わせ先

　女性政策室（働く婦人の家内）

　宙25－6593／25－5095

働く婦人の家～特別講座「白石三白めぐり』受講生募集！～

●募集人数　20名

　　　　（3回とも出席できる方）

●お申し込み　9月7日（火）から受

け付けますので、電話または直接ご

来館のうえ、お申し込みください。

定員になり次第締め切ります。

※託児も行いますので、お子さん、

　お孫さん連れでご参加ください。

働く婦人の家
．～「英会話講座」受講生募集！1～

　葛（くず）、う一めん、和紙が『白

石三自』と言われるようになった由

来、また、その作り方をご存じです

か？

　この機会に、白石の伝統の味と技

を一緒に体験してみましょう11

●受講料　無　料（ただし、材料費

は各自負担となります）

第1回
　葛

第2回
う一めん

第3回
和紙

日　時

9／30（木）

10＝00～12：30

10／15（金）

10二〇〇～13：30

10／29（金）

9：30～12：00

場　　所

働く婦人の家

佐藤清治製麺

きちみ

　紙子工房

講師

畠　つね

　　先生

佐藤豊彦

　　先生

吉見昭雄

　　先生

内　容

葛料理を食べて

思わず舌鼓1

う一めんの

麺打ちに挑戦1

オリジナル作品に

うれしさいっぱい！

●日　時10月～3月まで
　　　　毎週木曜日13＝30～15100

　　〔1回目は10月28日（木）13：30～〕

●場　所　白石市働く婦人の家

●内　容　初心者向け英会話

●講　師　白石市国際交流員

　カロライン・ケネディ先生

●受講料　1，000円

●募集人数　20名

●お申し込み

　9月9日（木）から受け付けます

ので、電話または直接ご来館のうえ、

お申し込みください。定員になり次

第締め切ります。

※託児も行いますので、お子さん、

　お孫さん連れでご参加ください。

冒 「ALTA　shiroishi』勤労青少年ホーム
●お問い合わせ・お申し込みは一

開館時間
　　　　　　　宙・圃25－372013二〇〇～21：00

L』、

講座～秋のコンテナガーデニング教室

　秋の草花を使ったコンテナガーデ

ニング教室を開催します。ちょっと

小さな、あなただけのお庭づくりを

してみませんか。

●日時10月24日（日）

　　　　10：00～12：00

●募集人数　20名

●参加費　2，500円程度（材料費）

●申し込み締め切り　10月15日

※雨天時は屋内で開催します。

講座受講生、サークル会員募集のお知らせ

講座～秋のワイン講習会

　基本的なワインのマナーやおいし

いワインの飲み方、選び方を学んで

みませんか。当日はもちろん試飲会

もあり、ぜひご参加ください。

●日　時　9月26日（日）

　　　　14＝00～16＝00

●募集人数　25名

●参加費無料

●申し込み締め切り　9月17日

サークル～フラメンコサークル

●活動日　月2回（第2・4土曜日）

　　　　初回は9月11日
●活動時間　19：00～21：00

●会　費　月3，000円（3カ月分前納）

●募集人数　10名程度

☆お申込み方法☆　講座、サークル

ともご来館またはお電話でお申し込

みください。（講座のお申し込みは先

着順となります。申込者が少ない場

合は開講しない場合もございます。）

※場所はすべて勤労青少年ホームです。



　　　　⑱

漁

第灘鼎際・の

あなたの力作を出展してみませんか。

●展示期聞

　10月30日（土）～11月1日（月）

●提出期限　9月10日（金）

●出展料無料

※出展される方は、出展目録を文化

　協会事務局（中央公民館内）まで

　提出してください。出展目録は中

　央公民館に備えてあります。

●お問い合わせ先

　中央公民館　宙24－5377

、卑
還伝相談のこ案内

　家族などに生まれつきと思われる

ハンディや病気がある。近親婚では

遺伝的にどんな影響があるのだろう

か。こんなことで心配や不安を持っ

ていませんか。

●相談のお申し込み

・電話相談は随時受け付けます。

・面接相談は予約制ですので、あら

　かじめ予約してください。

●費用無料
※相談内容の秘密は固く守られます。

●お問い合わせ先

　宮城県仙南保健所地域保健班

　宙0224－53－3121

東京ヴィヴァルディ合奏団

　～あの感動をもう一度～

●日時　9月19日（日）

　　　　14：30開場、15：00開演

●会場　しんきんホール

　　　　（仙南信用金庫本店3階）

●料　金　2，000円（全席自由）

●お問い合わせ先

　しんきんホール事務局宙24－3080

公立刈田綜合病院からのお知らせ

医療畿器等⑳購入につ験て

　眼科の手術に使用する超音波白内

障手術装置、緊急時に使用する人工

呼吸器を購入して患者さんの安全性

を図っております。また、訪問診察、

訪問看護の充実のため自動車を1台

購入し、2台にて診療に当たってお

ります。

『醜外処方箋1⑳遜行につし電

　当院では厚生省の指導により、

『医薬分業の推進』を図るため、平

成6年6月から外来のお薬について

は、ご希望される患者さんに『院外

処方箋』を発行してきましたが、こ

の目的をさらに推進するため、支障

のない患者さんについては『院外処

方箋』による調剤を進めていくこと

になりました。その際は『保険調剤

薬局』でお薬を受け取るようになり

ますので、ご協力をお願いいたしま

す。

●お問い合わせ先

　公立刈田綜合病院　薗25－2145

ひ　　　　　　　　マーマンキッズしろいし

　　　とり親トークパート2

～中秋の名月匹野の花を生けるノ～

●場所白石市中央公民館

　　　　第2研修室
●日　時　9月18日（土）18：30～

●対象者　市内在住のひとり親と子

●持ち物　花（野の草花2～3種）、

花器（グラス、食器、空きビン）、

はさみ（持っている方）、新聞紙

（2～3枚）

し尿収集にっいて

●参加費　300円

●講　師　佐久間久子先生

●お申し込み先

（白石市母子寡婦福祉会）

　大庭面25－8707、畑中面25－1855

　太宰盆244390

※申し込みは、仕事の都合上、午後

　7時以降にお願いします。

●お申し込み方法

O便槽が80％以上になっていること

　を確認のうえ、白石衛生センター

　第一事業所（宙27－2111）に申し

　込んでください。

O受付時間　8：30～17：00

　　　　　　　く○申し込みの際は「汲み取りの申し

　込み」と告げ、住所（行政区・番

　地・アパートの棟・号室）、氏名

　（書き方）を正しく告げてください。

○汲み取りの際は、事前に汲取券を

　用意し、汲取量を確認してくださ

　い。

O汲み取り予定日に留守にする際は、

　事前に必ず申し出、相談してくだ

　さい。

O汲み取り件数が多い場合は、翌日

　になることもありますので、ご協

　力願います。

●注意事項

O汲み取りホース延長上に、草花・

　植木鉢などの障害物がないように

　し、マンホールの上に物を置かな

　いこと。

○犬は障害にならないようにつない

　でおくこと。

O雨水などがトイレに入らないよう

　に管理すること。

O汲取券が用意されてない場合、汲

　み取りはしません。再度申し込み

　となります。

O下水道接続工事などで汲み取りの

　申し込みをする場合は、希望日に

　できない場合もありますので、1週

　間程度の余裕を持ってすること。

紙オムツ・ビン・缶・生理用

品・布類・トイレットペーパ

ーのシン・灯油・スリッパ・
かんちょう

涜腸などが便槽に入っている

と収集車の故障の原因になり

ますので、，、諺　の　は絶文

に入　ないで　ださい

●お問い倉わせ先

　白石衛生センター第一事業所

　宙27－2111

輝いています。今のあなた　葦
★

4

9月9日は「救急の日」

普通救命講習会に参加しませんか！

白石市医師会訪問看護ステーション

訪問看護婦募集

　いざというときのために、心臓マ

ッサージや人口呼吸の方法を学びま

す。

●日　時　9月26日（日）

　　　　9：00～12＝00

●場所奥州街道ふれあいの館
　　　　（消防署隣）

●受講内容　①呼吸や心臓の止まっ

た人に対しての心肺蘇生法、②大出

血時の止血法、③異物除去

●募集人員　30人

●受講料無料

●受講対象者　白石市内にお住まい

か、勤務されている方。

●受付期間

　9月6日（月）～9月20日（月）

　　会　購±
　　　　　　　　　　　愉肩「
　1雫藍　　　　　　　　！

適　　，・

●その他

①講習修了者には普通救命講習修了

証を交付しますが、早退、一部欠講

の時間があると交付できません。

②講習は、実技が主になりますので、

支障のない服装でお願いします。

●お申し込み・お問い合わせ先

　白石消防署救急係　露25－2259

白石スキー場キャラクターの

愛称を募集します

●資格
　看護婦、准看護婦の有資格者で、

訪問看護に意欲を持っている方

●年　齢　50歳ぐらいまでの方

※勤務条件、給与等の詳細は面談の

　うえ、決定します。

●お問い合わせ先

　白石市医師会事務室

　宙25－0882　　囲24－5359

仙台空港ファンクラブ

第2期会員募集中

●応募方法　応募用紙（市役所商工

観光課、観光案内所等にあります）

または官製はがきに、オリジナルの

愛称名と郵便番号、住所、氏名、生

年月日、年齢、性別、電話番号を明

記のうえ、応募してください。

●賞　最優秀賞（宿泊券・記念品）

1名、優秀賞（宿泊券・記念品）2

名、佳作（記念品）5名

●応募締め切り　平成12年2月末

●当選発表　平成12年3月5日

「南蔵王家族ふれあいキャンプ」

参加者募集

　　　　　麟嫉“

●応募・お問い合わせ先

〒989－0733白石市福岡八宮字不忘山

　みやぎ蔵王自石スキー場

　宙24－8111

「水引入道登山のつどい」

参加者募集

●応募資格　県内にお住まいの方

●応募期限　平成12年3月31日

●会員特典　会員証の交付、仙台空

港発着の航空機の利用に応じて景品

進呈、会員の小中学生を対象にモニ

ターの派遣、各旅行会社・航空会社

からの資料の送付

●会費無料
※詳しい内容については、県庁1階

　県民の室、各地方事務所、仙台空

　港ビル等に置かれている応募チラ

　シをご覧ください。

●お問い合わせ先

　県空港対策課　宙022－211－2432

●期　日　9月25日（土）～26日（日）

　　　　1泊2日
●場　所　国立南蔵王青少年野営場

●対象
　小学生・中学生とその家族

●定員約20家族
●参加費

　1人1，800円（食料費・保険料等）

●お申し込み・お問い合わせ先

　国立南蔵王青少年野営場

　9月17日（金）まで、直接電話かフ

ァックスで宙24－8126圃24－8128

自衛隊航空学生・曹候学生・

曹候補士募集

●期　日　10月9日（土）～10日（日）

　　　　1泊2日
●場所国立南蔵王青少年野営場

●対象小学4年以上の小学生、

中学生とその家族、一般社会人

●定員約30人
●参加費

　1人1，800円（食料費・保険料等）

●お申し込み・お問い合わせ先

　国立南蔵王青少年野営場

　10月1日（金）まで、直接電話かフ

ァックスで盆24－8126圃24－8128

●受付期限　9月10日（金）

●資格　18歳以上27歳未満の男女

　　　　（来春高卒者含）

　募集種目により年齢制限あり

●試験9月18日（土）、航空学
生（パイロット）は23日（木）

●待遇初任給163，000円・ボーナ

ス年3回5．25カ月分、完全週休2日

制、衣・食・住：無料、大学2部な

どの通学可

●お問い合わせ先

　自衛隊大河原募集事務所

　宙0224－53－2185



9月5日
内科　引地泌尿器科内科列ニック宙26－2823

外科　刈　田　病　院盆25－2145

歯科　富岡歯科医院宙24－4362

9月12日

内科　塚本内科消化器科医院面26－1026

外科　刈　田　病　院薗25－2145

歯科　真壁歯科医院（蔵王町）面32－3122

9月15日

内科柿崎医院薗25－2210
外科橋本医院宙25－1616
歯科　村上歯科医院宙26－2678

9月19日

内科亘理医院面25－8501
外科　　刈　田　病　院肉25－2145

歯科　三沢歯科クリニック宙25－6483

9月23日

内科　三浦内科クリニック宙25－6854

外科　　銭　谷　医　院飼25－2010

歯科　　村上歯科医院（蔵王町）宙　334125

9月26日

内科　広　瀬　医　院面25－0238

外科　宮　城　医　院宙25－2062

歯科　谷津歯科医院宙26－3254

※都合により変更になる場合があり

　ます。

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故～／照熱

事故発生件数

死亡者数
負傷者数
物損件数

　　7rJ

67件（462件）
0人（　2人）

12人（104人）
55イ牛（376件）

口人ロ41，446人（前月比）＋4人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　帰2α341　帰21，1・5

■世帯数

　　　　　※住民基本台帳から
伸2・9727月31日現在

自石城市民茶会一碧水園からのお知らせ一

●日時・場所等　9月25日（土）

O第1部　10：00～15：00

・白石城本丸内

　表千家（席主渡辺宗裕）

　煎茶方円流（席主平田式子）

・碧水園茶室

　裏千家（席主千歳宗白）

O第2部　10：00～18：00

・白石城天守閣

　江戸千家（席主　若宗匠）

●茶券第1部1席500円
　　　　第2部1席3，000円
※茶券をご希望の方は、市役所振興

課および碧水園で扱っておりますの

で、お早めにお買い求めください。

●主催白石茶道会・碧水園

●後援白石市文化体育振興財団

●お問い合わせ先

　古典芸能伝承の館「碧水園」

　薗25－7949

富　　　　　　　　　諮・・
目楽の収穫祭～響灘揖＝

　宮城県唯一のプロオーケストラと

して活躍する仙台フィルハーモニー

管弦楽団の演奏を中心に、司会の頼

近美津子さん（元N　H　Kアナウンサ

ー）の楽しいおしゃべりを交え、親

子で気軽に楽しんでいただける内容

でお贈りします。この秋最高の収穫

をお楽しみください。

●日　時　10目31日（日）14100開演

●場　所　ホワイトキューブ

　　　　コンサートホール
●入場料　大人2，000円

　　　　高校生以下1，000円

●曲目
プーランク：小象ババールの物語、

ビゼー＝「カルメン」組曲より

●出　演　指揮：梅田俊明

司会：頼近美津子

演奏：仙台フィルハーモニー管弦楽団

●チケット発売先　ホワイトキュー

ブ事務室、市役所振興課、各公民館

●お問い合わせ先　生涯学習フェステ

ィバル実行委員会（事務局：生涯学習

推進室）宙22－1290（ホワイトキューフ内）
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　　　　　　［敬老の日］

　　　ッサージ無料奉仕

　宮城県針・灸・あんま・マッサー

ジ師会白石支部では、次のとおりマ

ッサージの無料奉仕を行います。

　また、同会場において「若柳流宝

梅会」の方々による舞踊の発表会も

あります。お気軽にどうぞ。

●日　時　9月15日（敬老の日）

　　　　13＝00－15：00

●場所白石市老人福祉センター

　　　　「行雲荘」

●対象者　市内在住の70歳以上の方

●お問い合わせ先

・白石市社会福祉協議会　宙22－1400

・自石市老人福祉センター　宙25－3660

　　　　　回

　　　かっちゅう
　手作り甲冑講師（小田原市民ボラ

ンティア「うさぎ塾」）を招いて、

美術品としての展示はもちろん、着
　　　　　　　　　よろい用することもできる武将鎧や大将鎧

を自分で製作する甲冑教室「片倉塾」

を開設します。（作品見本は、市役

所1階ロビーに展示しています。ぜ

ひご覧ください。）

　製作期間は月2回程度で、半年を

予定しています。ご夫婦、親子で参

加してみませんか。

●お問い合わせ先

　「片倉塾」（商工観光課内）

　宙22－1321

第1回福祉まつ囎購濃．）

りであい・ふれあい・ささえあいり
　各福祉施設、団体などで行われて

きた活動を一堂に会して催し、施設

団体と地域社会との交流の輪を広

げ、理解を深める場として、第1回

福祉まつりを開催いたします。ご家

族そろってお越しください。

●期　日　10月9日（土）

●場　所　ホワイトキューブ

●主催社会福祉法人白石陽光園

●内容
◎展示コーナー（各施設・団体の紹

介、各施設・団体利用者作品展示）

　　　上から

　　　おL　し上げます

◎ステージ発表（歌、踊り、太鼓、

演劇、楽器演奏など）

◎体験コーナー（障害をもった方と

のふれあいの場、伝承あそび・竹馬、

車イス・パソコン・手話・障害者雇

用促進支援機器の体験、こどもコー

ナーなど）

◎販売コーナー（各施設団体の生産

物・作品等の販売、食事コーナー、

フリーマーケット）

●お問い合わせ先

　白石陽光園　宙25－9511

自作教材制作セミナー

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄付をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

●日　時　9月17日（金）

　　　　13：15～16：30

●場　所　仙南地域広域行政事務組合

　　　　総合庁舎3階研修室
●内　容　郷土教材の制作と活用

●対象仙南広域圏内に在住また
は勤務されている方。

●講　師　ふるさとの文化サークル

「おはこ」（自作教材グループ）

　服部和憲氏、小室かつゑ氏

●費用無料
●お申し込み・お問い合わせ先

　9月10日（金）まで、視聴覚教材セ

ンターへ　宙0224－52－3433

東北電力㈱白石営業所所長　竹中陽

一氏

フ’
　　　ユーク・エイセス・

　　　コンサート

■■■1“

～白石高校創立100周年記念演奏会～

●日　時　10月8日（金）17：30～

●場所ホワイ1キューブ・コンサー1ホール

●入場料無料
●応募方法　往復はがきに住所、氏

名を明記のうえ、1人1枚で応募し

てください。応募者多数の場合は抽

選。締め切りは9月18日（土）です。

●お申し込み・お問い合わせ先

　〒989－0251白石市益岡町2－7

　白石高等学校　富岡正博

　宙25－3154

市内イベント掲示板 （9月1日～10月10日）

開催日　　時間 イベント名 場所　　有・無料問い合わせ先　　備　考
9月5日（日）　　9：00～　白石市民水泳大会 スパッッシュランド

　しろいし

見学無料”スパッシュランドしろいし

　　　　　薗29－2326

15ページ掲載

9月7日　（火）　13：30～

　　　　　　15：30

みやぎの歴史塾②
講話「『家』の制度」

いきいきプラザ　　無料

　　　　　　※要連絡
女性政策室　　　16ページ掲載

嗣25－6593

※第3回目は13日（月）、4回目は21日（火）、5回目は28日（火）に開催されます

9月1｛日（土）　10＝00～

　　　　　　12＝00

ペットボトルの風車作り

深谷・三住地区体育大会

いきいきプラザ　　無料

　　　　　　※要連絡
深谷小学校　　　無料　　　　深谷公民館

　　　　　　　　　　　面24臼4540

いきいきプラザ　　15ページ掲載

　団22－1635

9月12日（日）　　9：00～

　　　　　　15：00
9月15日（祝）　｛0：00～ 第13回みやぎ蔵王高原

マラソン大会

国立南蔵王　　参加募集は

青少年野営場　終了しました

社会教育課

露22－1343

9月24日（金）　　9二〇〇～

～10月3日（日）　17：00

お月見と古文書展

※月見の展示は24日のみ

武家屋敷　　　大人200円

「1日小関家」　高校生以下100円

社会教育課　　　15ページ掲載

薗22－1343

9月25日（土〉　　8：30～　姉妹都市国際親善水泳大会 スパッッシュランド　見学無料

　しろいし

スパッシュランドしろいし　15ページ掲載

　面29－2326
9月25日　（土）　　10＝00～

　　　　　　，8：00

白石城市民茶会 白石城天守閣　第1部500円古典芸能伝承の館
本丸内・碧水園　第2部3，000円　　　囹25－7949

21ページ掲載

9月25日　（土）　　9：00～

　　　　　　12：00

いきいきプラザ

フリーマーケット

いきいきプラザ無料（※出店希

　　　　　望者は要連絡）

いきいきプラザ

　雷22－1635

10月9日（土）　10：00～

　　　　　　15：00

第1回福祉まつり ホワイトキューブ　　無料 白石陽光園　　　20ぺ一ジ掲載
面25－951喋

10月10日（祝〉　　9：00～ 体育協会創立70周年記念

第71回自石市民体育大会

白石川緑地　　　無料

陸上競技場

社会教育課

面22－1343

10月10日（祝）　18130～ 小松亮太

　スーパーノネット

ホワイトキューブ　全席指定

　　　　　4，000円
ホワイトキューブ　17ぺ一ジ掲載

　面22－1290
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作家の林真理子さんが作詞し、自石市が曲を全国から募集した「白石子守

歌」で、2，014曲の中から大賞に次ぐ三枝成彰賞を受賞したのは、大平城南に

お住まいの小林一彦さんです。中学からギターを始め、20歳のころからソン

グライターを夢見て独学で音楽の勉強を進めてきました。何回かレコード会

社に曲を応募しましたが結果が出ずに悩んだこともあったとか。

初受賞となった今回の白石子守歌は、“母親が我が子に託す未来への願い…

健康に育ってね。立派な人になってね。”そんな願いをメロディーで表現した

そうです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘　・・．’　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　入賞すると思っていましたか？「いいえ。

今回の曲がダメだったら、もう音楽活動はや

めようと思っていました。それで、ピアノや

録音機材などは売り払ってしまい、今残って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アかいるのはギターだけなんです。（苦笑）」　　　「，　　　　一　一喫

キューブで行われた授賞式では、あこがれ　　・　　膨、　　　、盤

の三枝さんから直接表彰状を頂き感激したと　　　　　　　『ノ．螺
いう小林さん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　．　　　を

三枝さんからは？「君はいい曲が書けるよ　顔

と言われました。今後の励みになりました。」

夢は？「テレビの画面の作曲欄やソングブ

ックに自分の名前が出ることです。（笑）」

夢がかなうといいですね。これからもよい　　　　　　　　　　蓋
曲をどんどん作ってください。
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人権擁護

行　　政

税　　務

生　　活

社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス
律法料無

身体障害者

年少主
目

農　　家
母子・寡婦

家庭児童
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16

16

16

16

6・24
16

毎週月・水・金

リオン3・17

ニホン24
16

9
毎週月・火・木・金

10

16

毎週月・火・木・金

雀

10：00～15：00 第2会議室　④2

第2会議室　⑳2

5翻・

10：00～15：00

10二〇〇～15：00

10：00～15二〇〇

10：00～12：00

9＝30～15＝00

9：00～16：00

13：00～14：00

10：00～11：30

10：00～15：00

10：00～15：00

9：00～17：00

10二〇〇～12：00

9：00～16：00

8：30～16＝00

第2会議室　⑭2

第2会議室　⑲2
生活環境課内　⑳1

第3会議室　⑳3
いきいきプラザ

東側和室　　㊨1

第4会議室　④4

第3会議室　⑳3
青少年相談センター④4

農林振興センター

総。ロ吐センター

総合福祉センター

ぎ弩

齊
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　　　　　　　ギ　 （東大畑）

　健さん、美智糞さんご夫娼の長男

　ママからひとこと唐
　　強く、優しく、たくましく育っ盈だ、

　さい。　、　　　　　　ウ
ψ
．

パパからひとこと　　　　　　　　　　、
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ダ

魁

市の木
ブ　　ナ

市の花
ヤマブキ

市の鳥　　画

ウグイス

洩
．

蘭

　　　奪巌
國　・ 轡

熱
・

‘，


